
準備 手術前（入院した日） 退院準備期

①シャントPTAの説明が済み、治療内容の必要性を理解し、治療の準
備ができる。
②不安を医療者に伝えることができ、精神的に安定した状態で手術が
受けられる。

①シャント閉塞を起こさず透析が行える。
②穿刺部の再出血や血腫形成をしない。
③治療を要する他の合併症が出現しない。

入院時にいつも飲んでいる薬を看護師にお渡しください。
確認後お返しします。
中止する薬があるときは説明します。

いつも飲んでいるお薬をお飲みください。
中止していたお薬を再開する際は説明します。

カテーテル穿刺部とその周囲を除毛します。
体重測定をします。

安
静
度

活動に制限はありません。
車椅子でカテーテル室に行きます。

安静の制限はありません。

食
事
・
水
分

治療食になります。
医師の指示があれば1日の水分量の制限があります。
処置の前は食事が通常の1/2量になります。
水・お茶は直前まで飲んでいただいて大丈夫です。

治療食となっています。

清
潔

9時～17時の間にシャワー浴をしてください。 退院後は入浴していただけます。

観
察

説
明

医師より手術の説明があります。
看護師より入院生活や手術の流れについて説明します。
看護師より日常生活の状況をお聞きします。

退院前に次回の外来受診日の説明を行います。
退院時間は朝10時です。
1階の入退院ロビーで退院の手続きをしていただきま
す。

薬剤師からお薬について説明があります。

＜持ち物＞
＊内服薬
　　（1日分）
＊お薬手帳
＊寝間着(レンタルされる
場合は不要です）

＜その他＞
入院当日はご家族と  一
緒にお越しください。
入院後主治医から説明が
あります。
時間の調整を行いますの
で病棟看護師にご確認く
ださい。

シャントPTAを受けられる患者さんへ　

適宜、血圧、脈拍、体温などの測定をします。
シャントの音、スリルの部位・範囲・音の種類の確認を行います。

手術後はカテーテル穿刺部の出血がないか観察します。
出血・腫脹・疼痛などあれば看護師にお知らせください。

看護師から病気について、日常生活の注意点について説明があります。

達
成
目
標

薬
剤

処
置

帰室後すぐより水分摂取していただいて大丈夫です。
帰室後1時間後よりお食事を食べていただけます。

指
導

上記の内容は個々の状態に応じて内容が異なりますのでご了承ください。
尚、ご不明な点がありましたら看護師にお尋ねください。
入れ歯、ジェルネイル、カツラ、アクセサリーは検査や処置時は取り外しをお願いします。
また入院中のお化粧もお控えください（顔色観察のため）。
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※入院時にこの用紙をお持ちください

手術後

穿刺部位を圧迫固定します。
医師の指示のもと、穿刺部位の圧迫固定の除去を行います。

車椅子でカテーテル室から病室へ戻ります。
特に安静の制限はありません。

手術後はシャワーはできません。

①シャント閉塞を起こさない。
②穿刺部の再出血や血腫形成をしない。
③造影剤アレルギー等の合併症なく経過する。
④治療を要する他の合併症が出現しない。

いつも飲んでいる薬をお飲みください。
中止する薬があるときは説明します。
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